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投稿

5月定例作業
　５月１３日（日）は前日
からの雨も上がりました。
いつものように午前９:０
０全員集合。４１名が参加。
そのうち女性が１０名で
した。急斜面の草刈チーム
と施肥班に分かれました。

それにしても、維持管理部
会は、どこの作業をすべき
か、よく把握していますね。
頭が下がります。。
施肥班（左）
２台の一輪車に肥料を積

んで出かけました。
肥料（左）
肥料はプロも使うという
醗酵させた油粕でした。見
ていると、施肥の分量は人
次第でした。少ない人は２
０～３０、多い人は５０～
６０。
施肥作業（左）
一本の木の回りに、３ヶ所
穴を掘ってと聞いていま
したが、平らなところで、
まともに穴を掘れるとこ
ろは少なく、大抵は崖の中
腹と言う感じで、崖下に穴
を掘って肥料をやってき
ましたが、さあそこまで根
が伸びているでしょうか
ねえ？
草刈班（左）
こちらは急斜面で、刈払機
が何台も動いていました。

部会の活動
維持管理部会（左）
　維持管理部会は意気軒昂
です。毎月一回部会を開い
ています。そこで維持管理
について知恵を出し合い
ます。５～９月の間は、定
例集会の他に毎月第４日

曜日午前９時から正午まで、森の家に集合した後、草
刈作業をすることを決め
ました。一般会員の方にも
志を同じくする方に、この
日の参加を呼びかけてい
ます。
広報部会（左）
６月２４日（日）年間の反
省と来期の計画、「さくら

新聞」について話し合いました。
「市民活動支援補助金」―２０万円が決定
ボランティアの市民活動を支援する下関市の補助金
があることを知り、今春申請しておりましたが、６月
に２０万円を受けることが決定しました。事務局のお
骨折りに感謝します。また、補助金を受けると、会計
は勿論、色々な報告などの事務作業が倍増します。事
務局には本当にご苦労をおかけします。
　　７月１６日総会開催
７月１６日（月）総会が深坂自然の森の森の家で、
９時３０分から１０時３０分まで開催。１０時４５分
からは樹木医の殿井正博さんの「深坂の桜について」
という題で講演があります。

維持管理部会の活動に参加して
6月 10日、今日は維持管理部会の作業だ。
10:00集合で朝の時間はゆっくりある筈なのに、森の家
に着いたのは 10時 5分前。相変わらずギリギリになっ
てしまった。
今日は森の家の周りと連絡ハガキにあったが、前回の
全体作業でやった草刈の続きをやることになり展望台
の先まで移動して、道路から斜面を下って草刈開始。
桜の幹の周り、杭の周りを丸く刈り込む。その後は草
刈機の方にまかせる。約 1 ヶ月前の全体作業でかなり
刈っていたが、その後結構雑草が生い茂っている。15
分もすると汗が噴出してきて 1 時間も作業したかと思
ってしまう。最近、ようやくこの深坂の地形が少しは
頭に残って来た。1 年前、女房がこの会に団体で申し
込み、会合で維持管理部会を選んで来た。それ以来、
全体作業を含めて 6 回程度は深坂の山に入って何がし
かの作業に加わって来た。庭いじりが趣味の女房は別
として、この手の事にはほとんど素人の私に果して何
が出来るか多少の困惑はあったが、素人なりに出来る
事はあるもので、都合の付く限り参加させてもらって
色々勉強させてもらっている。第 1及び第 3日曜日は
都合が悪いのと、腰の不調で長い時間の作業が難しい
ので皆さんに迷惑を掛けることもあるが、体力が続く
限り毎年の桜の時期を楽しみに、この会の作業を続け
て行きたいと思う。     （維持管理部会坂井 健次）
　

平成１9年 7月 15日

ホームぺージの写真募集
会員の桜、ネームプレートの写真やコメントを募集
しています。それらは順次、さくら友の会のホーム
ページに載せていきます。写真はデジカメで撮り、
メール添付で応募下さい。

投稿募集
　桜や、深坂の森、さくら友の会に関する皆様のご
意見、想いなどをお寄せ下さい。（400～600 字）

定例作業　7月２９（
深坂自然の森、森の家
草刈、蔦払い作業

Ｎｏ．７

「下関深坂さくら友の会」に入会をご希望の方は事

務局にお電話ください。
予　定
日）９時００分
に集合


